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ももたろう 

 

むかしむかし、あるところに、おじい

さんとおばあさんがいました。 

おじいさんは山へしばかりに、おば

あさんは川へせんたくに行きました。

おばあさんがせんたくをしていると、

大きな桃がどんぶらこ、どんぶらこ、

と流れてきました。「うまい桃なら、

こっちへこい。苦い桃なら、あっちへ

いけ。」桃はおばあさんの方に流れて

きたので、おばあさんは拾って持っ

て帰りました。 

 

おじいさんが山からもどり、二人で

食べるために桃を切ろうとすると、

桃はぱっとわれて、中からかわいい

男の子が生まれました。二人はびっ
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くりしましたが、おおよろこびで「桃

太郎」と名付けました。桃太郎はどん

どん大きくなり、力持ちでかしこい

子になりました。 

 

そのころ、村に悪いおにが出てきて、

村の人からものをとったり、らんぼ

うしたり、むすめをさらったりして

いたため、人びとはたいへん困って

いました。 

 

ある日桃太郎は、おじいさんとおば

あさんに、「おかげさまで、こんなに

大きくなりましたから、おにが島へ

おに退治に行ってまいります。どう

か日本一のきびだんごを作ってくだ

さい。」と言いました。 
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二人は止めましたが、桃太郎はきき

ません。しかたなく、たくさんきびだ

んごを作り、こしに下げさせました。

そして、新しいはちまき、新しいはか

まに刀をささせ、「日本一の桃太郎」

と書いたはたを持たせて、送り出し

ました。 

 

村はずれで、犬がやってきました。

「桃太郎さん、桃太郎さん、どこへい

くのですか？」「おにが島へおに退治

へ。」「わたしを家来にしてください。

おこしにつけた日本一のきびだんご

を、一つください。」桃太郎は犬にき

びだんごをやり、家来にしました。 

 

しばらく行くと、きじが飛んできま

した。桃太郎は、同じようにきじも家



認知症予防やリハビリに使用できるプリントサイト【シニアプリント】 

4 

 

来にしました。さるもやってきて、さ

るも家来になりました。桃太郎は三

匹の大将になって、おにが島へとう

ちゃくしました。 

 

おにが島では、おにたちが酒もりの

さいちゅうでした。桃太郎は、「われ

こそ日本一の桃太郎。おにどもを退

治にきた！」と刀で切りかけました。 

 

おにたちは、「なんだ、子どもか。」と

ばかにしていましたが、こちらは日

本一のきびだんごのおかげで千人力

です。桃太郎は刀をふるい、犬はかみ

つき、さるはひっかき、きじは空から

つっつきます。とうとうおにどもは

みんな負けてしまいました。 
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おにの大将は、桃太郎の前に手をつ

き、涙を流して「命ばかりはお助けく

ださい。これからは決して悪いこと

はいたしません。宝物はみんなさし

あげます。」とあやまりました。 

 

桃太郎は「悪いことをしなければ、命

は助けてやる。」といい、宝物をもっ

て、村へ帰ってきました。おじいさん、

おばあさんも村人も、みんな大よろ

こびで、桃太郎の勇気と力をほめた

たえました。 


